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県
全
体
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
報
告
数
を
見
る
と
、　

月
上
旬
か
ら
流
行
し
は
じ
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
過
去
5
年
間
で
最
も
早
い
流
行
入
り
で
す
。
ま
た
、
県
北
地
域
の
感
染
性
胃
腸
炎
も

11

流
行
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
正
し
い
知
識
を
も
ち
、
予
防
対
策
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
流
行
性
胃
腸
炎
予
防
に
つ
い
て

今
冬
の
感
染
症
対
策

感染性胃腸炎インフルエンザ病　　名
ノロウイルス、ロタウイルスなどインフルエンザウイルス原　　因
経口感染…ウイルスに汚染された食

品を食べる
飛沫感染…咳などで飛び散ったウイ

ルスを吸い込む
接触感染…ドアノブなどについたウ

イルスに触る
じんあい感染…おう吐物や下痢便の

処理後に残ったウイ
ルスを吸い込む

飛沫感染…咳などで飛び散ったウ
イルスを吸い込む

接触感染…ドアノブなどについた
ウイルスに触る

感染経路

吐き気、おう吐、腹痛、下痢、発熱38℃以上の発熱、頭痛、関節痛、
筋肉痛などの全身症状症　　状

主な予防対策

手洗いやうがいを行いましょう。
（アルコールの消毒も有効）

人ごみは避けましょう。 マスクの着用を心がけましょう。

バランスの良い食事や十分な睡眠を
とりましょう。

早めに医療機関を受診しましょう。
インフルエンザワクチンは重症化予防のひとつです。
希望される方は、主治医の先生に相談しましょう。
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正しい手の洗い方
　

感
染
性
胃
腸
炎
は
、
お
う
吐
物
や
下
痢
便
の
処
理
の
後
に
残
っ
た
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
感
染
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
適
切
な
処
理
方
法
に
つ
い
て
知

り
、
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、
清潔なタオルやペーパータオルでよく拭き取って乾かします。

・爪は短く切っておきましょう
・時計や指輪は外しておきましょう手洗いの前に

流水でよく手をぬらした後、石けんをつけ、
手のひらをよくこすります。

手の甲をのばすようにこすります。 指先・爪の間を念入りにこすります。

指の間を洗います。 親指と手のひらをねじり洗いします。 手首も忘れずに洗います。

消毒液の作り方（家庭用塩素系漂白剤（5％）を原液とした場合）
500mlのペットボトルに水を入れ、キャップ　2
杯（約10ml）の漂白剤を加えるおう吐物、排泄物を処理する際に使用（0.1％）

1Lのペットボトルに水を入れ、キャップ　杯1
（約　ml）の漂白剤を加える5

ドアノブ、トイレの便座など環境などに使用
（0.02％）
※ペットボトルで作成した消毒液は、〇％消毒液と表示したうえ一度に全部使い切るなど子どもの誤飲防
止に注意してください。

おう吐物や排泄物は適切に処理しましょう
　おう吐物、排泄物（おむつを含む）を処理する際は、その汚物自体が感染性のあるものであることを
前提に処理する必要があります。汚物を処理した人がノロウイルスに感染しないよう事前に準備（使
い捨てのマスク、手袋などの着用）をしっかり行いましょう。
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投票区別投票者数内訳 栃木県知事選挙結果
　栃木県知事選挙が11月20日に執行されました。
　那珂川町の県知事選挙の投票率は40.09％で前
回（40.68％）より0.59％ポイント下回りました。
　投開票の結果は次のとおりです。

投票率（％）投票者数（人）投票区名
３７.９５２９６馬頭第1投票区
３６.５０５４１馬頭第2投票区
３５.２５５１０馬頭第3投票区
３５.８３３３５馬頭第4投票区
４０.６９３４１健 武 投 票 区
４３.６１３６５武 茂 投 票 区
５３.３２３１３盛 谷 投 票 区
４０.６２３１６大 内 投 票 区
３７.２３３６３大山田投票区
３７.８３４０１馬頭西投票区
４６.０７４４６小川第1投票区
４０.６７７８２小川第2投票区
３８.０５４７３小川南投票区
３９.０８２２０小川西投票区
５１.３７３５５小川北投票区
４０.０９６,０５７投 票 区 計

当日有権者数　15,107人
投票者数　　　 6,057人
得票数
　福田とみかず（無所属）　5,174票
　小林としはる（無所属）　5,822票

12月1日をもって民生委員児童委員が改選されました。
　民生委員児童委員は、厚生労働大臣から委嘱され、生活に困っている方、児童・障害者・高齢者等で問題を
抱えている方々に相談、助言、情報提供を行う皆さまの相談役です。困ったことがある場合は、地域の民生委
員児童委員にご相談ください。

担当地区氏　名担当地区氏　名担当地区氏　名
2区下山﨑　榮三久那瀬上高野　祐子新町上山田　豊子
3区藤澤　絹代久那瀬下天生目恵子新町下川和なみ子
4区穗積　謙二松野青木　弘子室町星　　洋子
5区吉成　澄江富山下菊池　聰子南町海老澤　均
6区上川俣　勇也富山上髙野美江子田町1鈴木　　豊
6区下星　　　力盛泉岡　かつ子田町2鵜澤　紘三
7区鈴木　英一谷川鈴木　　洋田町3吉成　啓二
8区岸　　健一大内下小島　　平田町4大森美也子
9区川井　長夫大内上岡　　忠禄片根田代　和男
10区近江　一美大那地斉藤源一郎健武下荒井美智子
11区寺澤　洋子下郷下屋代　昌子健武上益子　広美
12区板山　操子下郷上齋藤　洋子矢又下星　千代子
13区大森　義夫上郷下大森　邦満矢又上武藤　正則
14区穴山きのい上郷上北條　久江和見下星　　光子

《主任児童委員》小砂下関谷　洋子和見上小髙　一男
旧馬頭中管内小林　智子小砂上長山　久二小口下磯　　芳江
旧馬頭東中管内岡　万里子1区田代　一清小口上古内　あい
小川中管内沼田美佐江2区上和泉　隆夫北向田磯野万里子

（敬称略）

問い合わせ　健康福祉課　緯0287-92-1119　小川庁舎総合窓口課　緯0287-96-2111
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お
2
人
に
福
島
町
長
か
ら
お
祝
い
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た

　

大
正
5
年　

月　

日
生
ま
れ
の
箱
石
シ
ツ

11

10

イ
さ
ん（
谷
川
）は
、
1
0
0
歳
を
迎
え
た
今

で
も
現
役
の
理
容
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。
箱
石
さ
ん
の
元
気
な
姿
は
、
多
く
の

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
箱
石
さ
ん
に

散
髪
し
て
も
ら
い
た
い
と
町
外
か
ら
、
足
を

運
ん
で
く
る
方
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

食
事
は
、
毎
食
、
タ
ン
パ
ク
質
を
と
る
よ

う
に
気
を
付
け
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
む
こ
と
も
好
き
だ
そ
う
で
す
。

「
商
売
を
し
て
い
た
か
ら
、
夢
中
で
過
ご
し

て
い
た
ら
、
知
ら
な
い
間
に
1
0
0
歳
に

な
っ
た
。
最
近
の
楽
し
み
は
、
近
所
の
方
が
、

遊
び
に
来
て
く
れ
て
、
話
を
す
る
こ
と
」と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

大
正
5
年　

月　

日
生
ま
れ
の
磯
野
フ
ク

11

14

さ
ん（
北
向
田
）が
、
1
0
0
歳
を
迎
え
ま
し

た
。
長
生
き
の
秘
訣
は
、「
元
気
で
い
ろ
ん
な

こ
と
が
で
き
れ
ば
最
高
」と
話
す
磯
野
さ
ん

は
、
カ
ラ
オ
ケ
が
好
き
で
、
以
前
は
、
近
所

の
方
と
集
ま
り
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
だ
そ
う

で
す
。
み
ん
な
と
カ
ラ
オ
ケ
を
す
る
と
き
は
、

何
度
も
練
習
し
歌
を
覚
え
た
の
で
、
豊
富
な

レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
持
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

今
で
も
歌
番
組
が
放
送
さ
れ
て
い
る
と
、

「
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
歌
う
こ
と
が
楽
し
み
」

と
嬉
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

　
　

日
に
は
ご
家
族
で
百
寿
の
お
祝
い
を
し

13
た
そ
う
で
、
来
年
1
0
1
歳
の
誕
生
日
会
を

す
る
こ
と
を
約
束
し
た
そ
う
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
に

 
小  
幡 　
 
絹  
代 
氏

お 

ば
た 

き
ぬ 

よ

　

荒
川
裕
子
教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

9
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
同
意
を
得
、
小

幡
絹
代
氏（
松
野
）が
教
育
委
員
会
委
員
に
就

任
し
ま
し
た
。

　

小
幡
氏
は
、　

月　

日
か
ら
4
年
間
の
任

11

29

期
と
な
り
ま
す
。

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

平
成　

年
度
栃
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

28

　

月　

日
か
ら
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
、
町

10

16

対
抗
の
部　

種
目
の
競
技
に
参
加
し
ま
し
た
。

11

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

水
泳壮

年
男
子　

m
背
泳
ぎ
の
部

50

優　

勝　

荒
牧　

惠
文
さ
ん（
片
平
）

青
年
男
子
1
0
0
m
自
由
形
の
部

第
2
位　

田
口　

寛
崇
さ
ん（
馬
頭
）

相
撲　

優　

勝

テ
ニ
ス　

準
優
勝

軟
式
野
球　

準
優
勝

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

第
3
位

卓
球　

第
3
位

小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

準
優
勝　

馬
頭
ウ
ィ
ン
グ

　

第　

回
栃
木
県
小
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

30

ル
新
人
大
会
で
、
準
優
勝
し
た
馬
頭
ウ
ィ
ン

グ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、　

月　

日
パ
レ
ー

10

29

ド
と
報
告
会
を
役
場
前
で
行
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
か
ら
始
ま
っ
た
大
会
で
馬
頭

10

22

ウ
ィ
ン
グ
は
、
準
決
勝
ま
で
順
調
に
勝
ち
上

が
り
ま
し
た
が
、　

日
の
黒
田
原
フ
レ
ン
ズ

29

と
の
決
勝
で
は
、
惜
し
く
も
2
対
4
で
敗
れ
、

準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
準
優
勝
と
な
っ
た

馬
頭
ウ
ィ
ン
グ
は
、
来
年
3
月
に
神
奈
川
県

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
の
出
場
権
を
得
ま

し
た
。

　

露
久
保
杏
奈
主
将（
馬
頭
小
5
年
）は
、

「
県
大
会
で
優
勝
で
き
な
か
っ
た
悔
し
さ
を
、

全
国
大
会
で
ぶ
つ
け
て
頑
張
り
た
い
」と
、

全
国
大
会
へ
の
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

1
0
0

1
0
0
歳歳

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
すす

箱
石　

シ
ツ
イ
さ
ん（
谷
川
）

磯
野　

フ
ク
さ
ん（
北
向
田
）
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馬
頭
西
小
学
校
統
合
に
係
る

保
護
者
説
明
会
に
つ
い
て

　

町
の
統
合
方
針
に
基
づ
き
、
平
成　

年
度

26

か
ら
保
護
者
説
明
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
説
明
会
の
経
緯
を
ふ
ま
え
、
今

年
度
は
、
平
成　

年
4
月
統
合
を
目
標
に
説

30

明
会
を
馬
頭
西
小
学
校
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。
説
明
会
で
ご
意
見
、
ご
要
望
等
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
主
な
内
容
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。（
内
容
は
要
約
し
て

あ
り
ま
す
。）

質
問　

交
流
事
業
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
実
施
す
る
の
か
。

回
答　

統
合
前
に
、
児
童
同
士
の
融
和
を
図

る
た
め
の
交
流
事
業
等
を
実
施
し
、
児
童
が

不
安
に
な
ら
な
い
よ
う
個
別
に
対
応
し
、
両

校
の
先
生
方
が
内
容
、
時
間
、
場
所
等
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。
例
と
し
て
、
宿
泊
学
習
、

遠
足
、
社
会
科
見
学
、
体
育
・
音
楽
等
の
授

業
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

質
問　

馬
頭
小
に
入
る
と
人
数
が
多
く
な
る

が
、
統
合
す
る
児
童
は
安
心
し
て
過
ご
せ
る

の
か
。

回
答　

統
合
準
備
の
段
階
か
ら
学
年
で
の
合

同
授
業
や
給
食
、
遠
足
な
ど
交
流
事
業
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
統
合
時
の
学
級
編
成
で

は
、
馬
頭
西
小
の
児
童
が
複
数
人
で
同
じ
ク

【
質
疑
】

ラ
ス
に
な
れ
る
よ
う
配
慮
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
先
生
に
つ
い
て
も
馬
頭
西
小
の
先
生

を
配
置
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

質
問　

馬
頭
西
小
学
校
を
小
規
模
特
認
校
に

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

回
答　

小
規
模
特
認
校
制
度
は
、
学
区
外
か

ら
保
護
者
が
希
望
す
れ
ば
児
童
生
徒
を
通
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、
大
規
模
校
と

小
規
模
校
が
共
存
す
る
環
境
に
な
い
当
町
に

お
い
て
は
、
こ
の
制
度
を
導
入
す
る
環
境
に

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
馬
頭
小

学
校
に
お
い
て
も
十
分
に
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
魅
力
あ
る
教
育
が
で
き
、
よ
り
多
く

の
人
数
の
中
で
子
ど
も
同
士
の
学
び
合
い
を

す
る
こ
と
で
、
人
間
形
成
や
社
会
性
を
育
む

こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

小
規
模
特
認
校
の
導
入
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

質
問　

統
合
す
る
と
学
校
規
模
は
ど
の
く
ら

い
に
な
る
の
か
。

回
答　

平
成　

年
4
月
に
統
合
す
る
と
全
校

30

児
童
数
3
1
6
人
、
普
通
学
級　

ク
ラ
ス
、

12

特
別
支
援
学
級
3
ク
ラ
ス
と
な
る
予
定
で
す
。

質
問　

平
成　

年
度
の
入
学
児
童
は
1
人
に

32

な
る
。
未
就
学
児
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。

回
答　

未
就
学
児
の
対
象
と
な
る
保
護
者
は

約　

名
い
る
の
で
、
地
域
説
明
会
の
中
で
お

30
知
ら
せ
し
ま
す
。

質
問　

今
後
、
統
合
し
な
い
で
馬
頭
西
小
を

存
続
で
き
な
い
か
。

回
答　

町
の
統
合
方
針
に
基
づ
き
、
教
育
の

機
会
均
等
か
ら
も
少
人
数
学
級
や
複
式
学
級

の
解
消
に
努
め
統
合
を
推
進
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

質
問　

馬
頭
小
学
校
の
校
舎
の
改
修
工
事
は

ど
の
よ
う
な
内
容
で
実
施
す
る
の
か
。
ま
た
、

児
童
の
安
全
性
を
考
慮
す
る
と
統
合
年
次
を

校
舎
改
修
後
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

回
答　

平
成　

年
度
は
普
通
教
室
棟（
前
校

29

舎
）、
平
成　

年
度
は
特
別
教
室
等（
北
校

30

舎
）の
改
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
内
容
は

主
に
、
屋
根
防
水
、
内
装
、
外
装
、
電
気
設

備
、
給
排
水
設
備
、
空
調
設
備
等
の
工
事
と

な
り
ま
す
。
こ
の
工
事
に
伴
い
仮
設
校
舎
で

の
授
業
は
平
成　

年
度
の
約
半
年
間
と
な
り
、

29

平
成　

年
度
は
改
修
が
済
ん
だ
教
室
で
の
授

30

業
と
な
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
工
事
期
間
の

安
全
面
に
は
特
に
配
慮
し
、
業
者
と
連
携
を

密
に
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
統
合
年
次
に

つ
い
て
は
、
統
合
方
針
ど
お
り
可
能
と
考
え

ま
す
。

・
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
、

統
合
に
関
し
早
め
に
対
応
を
し
て
子
ど
も

た
ち
に
説
明
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

・
子
ど
も
た
ち
が
ス
ム
ー
ズ
に
統
合
で
き
る

よ
う
、
で
き
る
だ
け
早
く
か
ら
交
流
会
等

を
行
っ
て
ほ
し
い
。

・
統
合
し
て
人
数
が
増
え
る
こ
と
で
、
学
習

や
い
じ
め
等
に
目
が
届
か
な
い
と
い
っ
た

【
意
見
・
要
望
】

こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・
統
合
後
の
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
を

し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し
い
。

・
統
合
は
、
地
域
の
衰
退
に
つ
な
が
る
。
地

域
に
学
校
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

・
大
人
数
の
学
校
に
入
る
こ
と
で
い
じ
め
や

学
習
環
境
に
不
安
が
あ
る
。
統
合
し
な
い

で
今
の
ま
ま
存
続
し
て
ほ
し
い
。

　

保
護
者
説
明
会
で
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意

見
・
ご
要
望
等
を
踏
ま
え
て
、
今
後
と
も
P

T
A
や
地
区
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い
学
校
再

編
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課

緯
0
2
8
7（
9
6
）2
1
1
4

お
わ
り
に
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平
成　

年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
並
び
に

28

と
ち
ぎ
っ
子
学
習
状
況
調
査
結
果
の
概
要

　

今
年
4
月
に
実
施
さ
れ
た「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」（
小
学
校
6
年
、

中
学
校
3
年
対
象
）栃
木
県
の
学
力
調
査「
と
ち
ぎ
っ
子
学
習
状
況
調
査
」

（
小
学
校
4
・
5
年
、中
学
校
2
年
生
対
象
）の
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

（　）中学校の現状2
【とちぎっ子調査】

県比較分　類教科学年
同程度基礎・基本国語

2年 同程度思考・判断・表現
同程度基礎・基本数学 下回る思考・判断・表現

【全国調査】
県比較分　類教科学年
同程度主として知識国語

3年 同程度主として活用
下回る主として知識数学 下回る主として活用

結果の分析の基準：栃木県平均との比較
上回る：＋5.1ポイント以上
同程度：±5.0ポイント以内
下回る：－5.1ポイント以下

 
　

質
問
紙
調
査
結
果

※
学
力
と
相
関
性
の
あ
る
生
活
習
慣
に
つ
い
て
、
一
部
項
目
の
み
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（　）3

差栃木県那珂川町学年校種
－ 2.4％78.9％76.5％6年小学校
－ 9.5％75.9％66.4％3年中学校

③「家庭で学校の出来事を話をする・どちらかといえば
する」と回答した児童生徒の割合（全国調査のみ）

差栃木県那珂川町学年校種
＋ 1.5％25.8％27.3％4年

小学校 ＋ 8.2％26.6％34.8％5年
＋ 8.1％28.1％36.2％6年
＋12.8％36.0％48.8％2年中学校 ＋10.0％30.9％40.9％3年

②「平日　日あたりのゲーム機利用（スマートフォン含1
む）利用　時間以上」と回答した児童生徒の割合2

差栃木県那珂川町学年校種
＋ 8.8％50.4％59.2％4年

小学校 ＋ 5.0％55.7％60.7％5年
＋ 6.4％59.3％65.7％6年
＋14.0％54.4％68.4％2年中学校 ＋18.9％48.2％67.1％3年

①「平日　日あたりのテレビ視聴　時間以上」と回答し1 2
た児童生徒の割合

①
・
②
に
つ
い
て
は
、
回
答
の
割
合
が
低
い
ほ
ど
各
教
科
の
正
答
率
が
高
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
③
に
つ
い
て

は
、
回
答
の
割
合
が
高
い
ほ
ど
各
教
科
の
正
答
率
が
高
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

 
　

そ
の
他

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、「
平
成　

年
度
全
国
学
力
・
学
習

28

状
況
調
査
・
平
成　

年
度
と
ち
ぎ
っ
子
学
習
状
況
調
査
～

28

那
珂
川
町
の
結
果
概
要
の
報
告
と
対
策
～
」を
作
成
し
、

学
校
教
育
課
又
は
各
小
・
中
学
校
で
資
料
の
公
開
を
し
て

お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課　

緯
0
2
8
7（
9
6
）2
1
1
4

（　）4

県比較分　類教科学年
同程度基礎・基本国語

4年 同程度思考・判断・表現
同程度基礎・基本算数 同程度思考・判断・表現
同程度基礎・基本国語

5年 同程度思考・判断・表現
同程度基礎・基本算数 同程度思考・判断・表現

（　）小学校の現状1
【とちぎっ子調査】

【全国調査】
県比較分　類教科学年
同程度主として知識国語

6年 下回る主として活用
同程度主として知識算数 同程度主として活用



8広報なかがわ　平成28年12月10日

Q.

高
齢
化
が
進
む
中
、
町
内
と

那
須
烏
山
市
や
大
田
原
市
を
つ
な

ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
連
携
は

考
え
て
い
る
か
。

皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に

町
政
懇
談
会
を
開
催

　

9
月　

日
の
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
を
皮
切
り
に「
町
政（
ま
ち
づ
く
り
）懇
談
会
」が
地
元
行
政
区
長
の
協
力
の
も

20

と
、
町
内　

ヵ
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

15

　

こ
の
懇
談
会
で
は
、「
第
2
次
那
珂
川
町
総
合
振
興
計
画
」な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
・
要
望
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
と
ご
質
問
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。（
質
問
内
容
は
抜
粋
）

●
第
2
次
那
珂
川
町
総
合
振
興
計

画
に
つ
い
て

A.

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
現
在
、

馬
頭
烏
山
線
で
運
行
し
て
い
る
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
の
連
携
を

含
め
、
高
齢
者
の
足
と
し
て
利
用

し
や
す
い
よ
う
な
運
行
に
努
め
て

い
き
た
い
。

Q.

高
手
の
里
は
貸
し
出
し
が
始

ま
っ
て
以
来
、
い
ま
だ
2
区
画
し

か
埋
ま
っ
て
い
な
い
。
何
か
対
策

は
考
え
て
い
る
か
。

A.

現
在
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
任
務
と
し
て
、
高
手
の
里
の
販

売
促
進
を
お
願
い
し
て
い
る
。
モ

デ
ル
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
、
滞
在
型

で
住
ん
で
も
ら
い
体
験
し
て
も
ら

う
こ
と
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

は
あ
る
か
。

A.

子
育
て
支
援
住
宅
を
建
設
し
、

安
い
住
宅
を
提
供
す
る
な
ど
、
子

育
て
世
代
の
方
の
負
担
を
軽
く
す

る
と
い
う
よ
う
な
、
間
接
的
な
支

援
事
業
を
考
え
て
い
る
。

Q.

高
齢
者
の
体
力
づ
く
り
の
支

援
で
、
町
主
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
が
で
き
な
い
か
。

A.

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
や

る
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
が
、
現

在
町
主
催
の
大
会
は
実
施
し
て
い

な
い
。
教
育
委
員
会
指
導
の
下
、

専
門
部
の
組
織
づ
く
り
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
な
の
で
、
今
後
実
施
を

含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q.

雇
用
の
創
出
と
あ
る
が
、
若

い
人
が
働
く
場
所
が
な
い
。
具
体

的
な
計
画
な
ど
あ
る
か
。

A.

特
効
薬
は
な
く
看
板
や
パ
ト

ロ
ー
ル
で
抑
止
し
て
い
る
。
ま
た
、

子
ど
も
向
け
に
環
境
問
題
と
併
せ

て
講
座
を
行
う
な
ど
、
普
及
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q.

広
域
・
地
域
間
の
連
携
と
交

流
促
進
に
つ
い
て
、
豊
島
区
と
の

観
光
交
流
と
の
こ
と
だ
が
、
保
養

施
設
と
し
て
温
泉
施
設
や
農
産
物

な
ど
を
含
め
た
交
流
促
進
を
図
っ

て
は
ど
う
か
。

Q.

町
の
人
口
と
比
較
し
て
、
現

在
の
職
員
数
は
適
正
か
。

Q.

生
活
基
盤
の
整
備
の
、
町

営
・
町
有
住
宅
整
備
で
は
、
新
た

な
住
宅
を
建
て
る
の
か
。

A.

基
本
方
針
と
し
て
、
若
年
層

の
定
住
化
を
図
る
た
め
に
、
若

者
・
子
育
て
世
代
が
住
め
る
よ
う

な
町
有
住
宅
の
整
備
を
計
画
し
て

い
る
。

A.

企
業
誘
致
は
、
立
地
条
件
や

地
形
等
を
考
え
る
と
、
大
企
業
を

誘
致
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の

中
で
、
6
次
産
業
化
の
よ
う
な
地

域
資
源
を
生
か
し
た
産
業
創
出
で

雇
用
を
増
や
す
よ
う
考
え
て
い
る
。

Q.

不
法
投
棄
防
止
対
策
の
強
化

と
あ
る
が
、
何
か
考
え
は
あ
る
の

か
。

A.

合
併
時
に
は
3
0
0
人
い
た

職
員
は
、
現
在
2
1
0
人
で
あ
る
。

人
口
1
0
0
人
に
対
し
1
人
を
指

標
と
す
る
と
、
1
7
0
人
程
度
の

職
員
数
と
な
る
が
、
町
営
の
幼
稚

園
・
保
育
園
や
美
術
館
等
特
殊
事

情
を
勘
案
す
る
と
、
現
在
の
2
1

0
人
が
限
界
で
あ
る
。

Q.

倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
危
険
な

空
き
家
に
対
し
、
町
で
何
と
か
で

き
な
い
か
。

空
き
家
条
例
制
定
に
つ
い
て
も
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

A.

空
き
家
に
は
活
用
で
き
る
空

き
家
と
危
険
な
空
き
家
が
あ
る
。

活
用
で
き
る
も
の
は
、
空
き
家
バ

ン
ク
に
登
録
し
活
用
し
て
い
き
た

い
。
危
険
な
空
き
家
に
つ
い
て
は
、

皆
さ
ん
か
ら
情
報
を
い
た
だ
い
て

調
査
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

A.

年
3
回
豊
島
区
で
特
産
品
や

ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
の
物
販
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
温
泉
の
泉
質
は

と
て
も
良
い
の
で
、
積
極
的
に
P

R
し
て
い
き
た
い
。

Q.

確
か
な
学
力
を
定
着
さ
せ
る

た
め
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
し
て
い
る
か
。

A.

学
校
で
は
県
と
全
国
の
学
力

テ
ス
ト
の
結
果
を
分
析
し
、
学
力

定
着
の
た
め
に
活
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
度
馬
頭
小
と
馬
頭
西

小
で
、
放
課
後
学
習
を
試
み
て
い

る
。　

Q.

若
者
の
結
婚
推
進
の
た
め
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
て
は
ど
う
か
。

A.

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
は
3

大
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
設
定
し

て
お
り
、
結
婚
相
談
事
業
に
つ
い

て
は
、
八
溝
山
周
辺
地
域
定
住
自

立
圏
で
も
共
同
で
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
県
に
お
い

て
も
と
ち
ぎ
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
、
今
年
度
設
置
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

Q.
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

内
容
と
成
果
は
。

A.

現
在
6
名
の
地
域
お
こ
し
協

懇談会会場

Q.

若
い
世
代
の
結
婚
子
育
て
に

つ
い
て
、
補
助
金
等
を
出
す
考
え
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A.

南
町
駐
車
場
及
び
現
在
の
庁

舎
跡
地
も
含
め
、
有
効
活
用
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q.

消
防
団
員
が
減
少
し
て
い
る

の
で
、
大
字
馬
頭
地
区
の
分
団
車

庫
を
、
南
町
駐
車
場
及
び
現
在
の

庁
舎
跡
地
を
有
効
活
用
す
る
な
ど
、

1
箇
所
に
集
約
で
き
な
い
か
。

Q.

温
泉
施
設
の
料
金
が
値
上
げ

に
な
る
が
、
集
客
の
方
法
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
営
業
時

間
の
1
時
間
延
長
や
ま
ほ
ろ
ば
温

泉
と
ゆ
り
が
ね
の
湯
の
定
休
日
を

別
の
日
に
で
き
な
い
か
。

Q.

遊
休
農
地
対
策
と
併
せ
て
、

予
備
軍
解
消
の
対
策
は
何
か
あ
る

か
。

　

以
上
、
懇
談
会
で
出
さ
れ
ま
し

た
貴
重
な
意
見
・
要
望
に
つ
き
ま

し
て
は
、
第
2
次
那
珂
川
町
総
合

振
興
計
画
に
掲
げ
る
町
の
将
来
像

「
人
・
も
の
・
自
然
が
融
和
し　

み

ん
な
で
手
を
取
り
合
い　

元
気
を

生
み
出
す
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、

今
後
の
町
政
運
営
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て

Q.

認
定
こ
ど
も
園
の
開
園
に
よ

り
、
廃
園
と
な
る
保
育
園
・
幼
稚

園
の
跡
地
利
用
の
予
定
は
。

Q.

庁
舎
の
進
捗
状
況
は
。

A.

新
那
珂
橋
に
代
わ
る
橋
を
架

橋
し
な
い
こ
と
に
は
、
町
の
震
災

復
興
は
終
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
馬
頭
地
区
・
小
川
地
区
の
関

係
す
る
行
政
区
が
合
同
で
要
望
書

を
提
出
す
る
動
き
も
あ
る
よ
う
だ

が
、
町
も
協
力
し
て
進
め
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

出席者数行政区名会　　　場開催月日

33新町、室町、南町、
田町第1～第4、片根健康管理センター火20日

９月 17北向田、久那瀬北向田公民館金23日
17健武健武体育館月26日
18矢又矢又農村活性化施設水28日
13和見多目的和見集会所金30日
37小口小口農村活性化施設月3日

１０月

40松野、富山馬頭南保育園遊戯室水5日
30盛泉、谷川谷川体育館金7日
20大内、大那地馬頭東小学校体育館火11日
39小砂小砂地区コミュニティセンター木13日
22大山田下郷、大山田上郷大山田体育館月17日
54小川第1～小川第5小川総合福祉センター火25日
22小川第6～第8小川南体育館木27日
15小川第9～第11小川中学校ランチルーム月31日
20小川第12～第14旧薬利小学校ランチルーム水2日１１月
39715　会　場

平成28年度　町政懇談会出席者数一覧表

Q.

緊
急
放
送
の
停
電
時
等
の
対

応
は
。

A.

宅
内
の
音
声
告
知
器
は
、
停

電
時
の
放
送
は
で
き
な
い
が
、
屋

外
の
放
送
施
設
は
停
電
後
3
時
間

持
つ
バ
ッ
テ
リ
ー
を
備
え
て
い
る
。

な
お
、
3
時
間
を
超
え
た
時
は
、

町
の
広
報
車
・
各
消
防
団
の
消
防

車
に
よ
り
広
報
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

Q.

町
内
観
光
施
設
の
水
洗
ト
イ

レ
を
普
及
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

A.

公
衆
ト
イ
レ
や
観
光
施
設
の

水
洗
ト
イ
レ
の
要
望
は
あ
る
の
で
、

全
体
的
な
計
画
を
立
て
、
順
次
計

画
的
に
整
備
し
て
い
き
た
い
。

し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

A.
今
の
と
こ
ろ
活
用
方
法
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。
地
元
の
方
と
相

談
し
な
が
ら
地
元
の
要
望
を
優
先

A.

現
在
の
進
捗
状
況
は　

％
で

55

順
調
に
進
ん
で
お
り
、
3
月
に
は

完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
現
在
開

発
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
て
い
る
建
設

課
、
農
林
振
興
課
、
環
境
総
合
推

進
室
は
3
月
中
の
引
っ
越
し
を
考

え
て
い
る
。

Q.

馬
頭
西
小
学
校
の
統
廃
合
の

今
後
の
見
通
し
は
。

Q.

元
気
な
森
づ
く
り
県
民
税
事

業
は
来
年
度
で
終
了
予
定
だ
が
、

継
続
を
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A.

元
気
な
森
づ
く
り
県
民
税
の

在
り
方
検
討
委
員
会
で
、
山
林
整

備
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
継

続
に
向
け
県
に
要
望
し
て
い
き
た

い
。

Q.
新
那
珂
橋
は
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
に
よ
り
撤
去
さ
れ
5
年

が
経
過
し
て
い
る
。
代
替
え
橋
の

建
設
の
進
捗
状
況
は
。

棄
物
と
し
て
受
け
入
れ
る
の
か
。

A.

平
成　

年
4
月
に
は
統
合
す

30

る
予
定
で
、
保
護
者
説
明
会
等
を

行
っ
て
い
る
。

Q.

仮
称
県
営
馬
頭
処
分
場
に
、

指
定
廃
棄
物
が
8
0
0
0
ベ
ク
レ

ル
以
下
と
な
っ
た
場
合
、
一
般
廃

A.

一
度
指
定
廃
棄
物
に
な
っ
た

も
の
が
た
と
え
8
0
0
0
ベ
ク
レ

ル
を
下
回
っ
て
も
、
一
般
の
廃
棄

物
と
は
別
扱
い
で
、
国
が
最
後
ま

で
責
任
を
持
つ
べ
き
と
考
え
る
。

馬
頭
に
計
画
し
て
い
る
処
分
場
に

は
入
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
と

県
に
申
し
入
れ
て
い
る
。

A.
町
は
少
子
高
齢
化
が
激
し
く
、

農
地
を
守
る
人
材
が
非
常
に
減
少

し
、
遊
休
農
地
も
増
え
て
い
る
。

農
地
の
保
全
に
対
し
て
国
の
事
業

は
あ
る
が
、
予
備
軍
に
対
し
て
も

要
望
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

A.

料
金
は
、
上
限
の
設
定
を
し

て
そ
の
範
囲
内
で
指
定
管
理
者
が

料
金
設
定
で
き
る
よ
う
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
定
休
日
や
営
業
時
間

に
つ
い
て
も
、
費
用
対
効
果
を
含

め
検
討
し
た
い
。

国
・
県
へ
継
続
し
て
要
望
し
て
い

き
た
い
。

力
隊
が
町
内
で
活
動
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
目
的
を
持
っ
て
活
動

し
て
お
り
、
活
動
内
容
に
つ
い
て

は
、
報
告
会
と
併
せ
、
活
動
の
記

録
の
報
告
書
作
成
を
考
え
て
い
る
。

A.

各
地
区
の
懇
談
会
に
お
い
て
、

町
道
・
農
道
・
林
道
等
の
整
備
要

望
等
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

の
箇
所
も
、
現
場
を
確
認
し
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
国
道
・

県
道
等
の
整
備
要
望
に
つ
い
て
は
、

Q.

道
路
等
の
整
備
に
つ
い
て
。
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国
民
健
康
保
険
で
柔
道
整
復
師
の

施
術
を
受
け
ら
れ
る
方
へ

　

整
骨
院
・
接
骨
院
は
柔
道
整
復
師
が
施
術

す
る
施
設
で
、
医
療
機
関
と
は
異
な
り
ま
す
。

保
険
証
が
使
え
る
場
合
と
使
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
正
し
く
理
解
し
て
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

●
保
険
証
が
使
え
る
と
き

・
打
撲
及
び
捻
挫
等（
肉
離
れ
を
含
む
）

・
骨
折
・
脱
臼
の
応
急
手
当

※
応
急
手
当
以
外
の
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
医
師
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
保
険
証
が
使
え
な
い
と
き

・
右
記
以
外
の
場
合

　

保
険
証
が
使
え
る
の
は
外
傷
性
の
け
が
の

場
合
だ
け
で
す
。
内
科
的
原
因
に
よ
る
も
の
、

慢
性
的
な
症
状
な
ど
に
は
使
え
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
治
療
を
う
け
る
と
き
の
注
意

・
負
傷
の
原
因
は
正
確
に
伝
え
る

・
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
支
給
申
請
書
の
受

取
代
理
人
欄（
住
所
、
氏
名
、
委
任
年
月

日
）に
自
筆
で
記
入
を
す
る

・
施
術
が
長
期
間
に
及
ぶ
場
合
は
、
内
科
的

要
因
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
医
師
の
診
察

を
受
け
る

・
領
収
書
は
医
療
費
控
除
を
受
け
る
際
に
必

要
に
な
る
の
で
大
切
に
保
管
す
る

問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
保
険
年
金
係

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
2

不
法
投
棄
現
場
周
辺
に
か
か
る
水
質
分
析
結
果
に
つ
い
て

平
成　

年
度
年
間
変
動
調
査
分（
ダ
イ
オ
キ

28

シ
ン
類
）

調
査
項
目　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

採
水
日　

平
成　

年
6
月　

日

28

27

採
水
場
所

1
周
辺
環
境
水

⑴
投
棄
地
直
下
河
川

⑵
小
口
川
上
流

2
投
棄
現
場
浸
出
水

⑶
投
棄
地
下
流
側
観
測
井

3
周
辺
人
家
井
戸
水

⑷
人
家
井
戸
水
2
カ
所

調
査
結
果

全
て
の
地
点
で
環
境
基
準
以
下
で
あ
っ
た
。

→　

周
辺
へ
の
汚
染
拡
大
の
兆
候
は
認
め
ら

れ
な
い
。

平
成　

年
度
第
2
回
年
間
変
動
調
査
分

28

調
査
項
目

　

健
康
項
目
、
生
活
環
境
項
目
、
そ
の
他

採
水
日　

平
成　

年
8
月
9
日

28

採
水
場
所

1
周
辺
環
境
水

⑴
投
棄
地
直
下
河
川

⑵
小
口
川
上
流

2
投
棄
現
場
浸
出
水

⑶
投
棄
地
下
流
側
観
測
井

⑷
投
棄
地
内
観
測
井

調
査
結
果

⑶
を
除
く
、
全
て
の
地
点
で
環
境
基
準
以
下

で
あ
っ
た
。
⑶
で
は
水
素
イ
オ
ン
濃
度
が
環

小
口
字
北
沢
地
区
不
法
投
棄
現
場
周
辺
の
水
質
分
析
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

境
基
準
を
超
え
て
検
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
他

の
地
点
で
は
、
全
て
の
項
目
で
環
境
基
準
以

下
で
あ
っ
た
。

→　

⑶
の
採
取
地
点
は
、
⑴
の
合
流
地
点
よ

り
上
流
側
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
準
超
過
の

原
因
は
、
不
法
投
棄
地
の
影
響
と
は
考
え
ら

れ
ず
、
周
辺
環
境
へ
の
汚
染
拡
大
の
兆
候
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

問
い
合
わ
せ

馬
頭
処
分
場
整
備
室
那
珂
川
分
室

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
4
1
1

環
境
総
合
推
進
室

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
0

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
地
域
振
興
基
金
へ

2
万
円　

古
川　
　

章
様（
千
葉
県
浦
安
市
）

1
万
円　

村
上　

恒
夫
様（
千
葉
県
松
戸
市
）

2
万
円　

金
子
健
太
郎
様（
大
阪
府
吹
田
市
）

2
万
円　

星
野
あ
け
み
様（
三
重
県
四
日
市
市
）

2
万
円　

和
田　

義
夫
様（
青
森
県
東
北
町
）

2
万
円　

山
下　

久
子
様（
千
葉
県
浦
安
市
）

1
万
円　

土
屋
と
し
子
様（
東
京
都
立
川
市
）

3
万
円　

菊
地　

俊
延
様（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

1
万
円　

岩
根　

幸
男
様（
茨
城
県
土
浦
市
）

1
万
円　

渡 
　

良
明
様（
埼
玉
県
東
松
山
市
）

2
万
円　

長
野　

秀
一
様（
千
葉
県
船
橋
市
）

1
万
円　

久
保
田
茂
暢
様（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

2
万
円　

島
田　

恒
雄
様（
埼
玉
県
上
尾
市
）

寄
贈【　
月　

日
受
付
分
ま
で
】

11

20

1
万
円　

石
井　

悦
子
様（
東
京
都
港
区
）

○
福
祉
基
金
へ

　

万
円　

檜
山　

ハ
ナ
様（
小
川
）

201
万
5
6
0
0
円　

益
子
建
築
・
関
東
フ
ー

合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
代
表
益
子　

義
弘
様

1
万
円　

阿
部
ゆ
か
り
様（
東
京
都
港
区
）

3
万
円　

鈴
木　

克
之
様（
千
葉
県
袖
ケ
浦
市
）

1
万
円　

藤
島　

雄
一
様（
東
京
都
杉
並
区
）

2
万
円　

伊
藤　
　

仁
様（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

1
万
円　

山
田
恵
一
郎
様（
東
京
都
江
東
区
）

1
万
円　

田
中
吉
之
助
様（
大
阪
府
枚
方
市
）

○
教
育
文
化
基
金
へ

1
万
円　

田
中　
　

亨
様（
大
阪
府
大
阪
市
）

1
万
円　

渡
邉　

繁
雄
様（
宇
都
宮
市
）

○
教
育
文
化
基
金（
図
書
館
）へ

5
万
円　

笹
沼　

忠
様（
馬
頭
）

○
奨
学
基
金
へ

1
万
円　

坂
本
ひ
か
り
様（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

2
万
円　

岡　
　

英
樹
様（
埼
玉
県
北
本
市
）

1
万
円　

大
海　

悠
太
様（
東
京
都
狛
江
市
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

2
万
円　

益
子　

和
弘
様（
健
武
1
0
6
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

1
万
円　

匿
名（
5
0
5
回
）

6
万
2
4
5
0
円　

那
須
南
農
業
協
同
組
合

7
千
円　

鈴
木
建
設
ピ
ザ
焼
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

5
千
円　

小
川
中
学
校
P
T
A
文
化
委
員
会
・

鈴
木
建
設
ピ
ザ
焼
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
社
会
福
祉
協
議
会
そ
の
他
の
事
業
等
へ

5
1
8
7
円　

那
須
南
農
業
協
同
組
合

5
千
円　

小
川
中
学
校
P
T
A
文
化
委
員
会
・

鈴
木
建
設
ピ
ザ
焼
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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那
珂
川
学
が
開
講
し
ま
し
た

　

馬
頭
高
校
で
、
身
近
な
地
域
の
魅
力
を
学

び
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
意
識
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
指
す
地
域
学
習「
那
珂
川
学
」が

開
講
し
、　

月
2
日
同
校
体
育
館
に
お
い
て
、

11

開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

那
珂
川
学
で
は
、
普
通
科
の
1
年
生
と
2

年
生
を
対
象
に
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を

活
用
し
、
生
徒
は
校
内
の
学
習
だ
け
で
な
く

現
場
に
出
て
、
地
域
で
活
躍
す
る
方
や
団
体

に
、
町
の
地
域
資
源
や
歴
史
、
文
化
等
を
学

ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
全
校
生
徒
が
集
ま
り
河
原
英

明
校
長
の
開
講
宣
言
の
後
、
福
島
町
長
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
福
島
町
長
は
、

「
地
方
創
生
に
は
、
若
い
力
が
必
要
。
他
地

域
に
足
を
運
び
、
よ
そ
の
視
点
か
ら
町
を
見

る
こ
と
で
改
め
て
町
の
良
さ
を
知
っ
て
ほ
し開講式・町長講演

い
。
ぜ
ひ
、
町
に
こ
ん
な
面
白
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
と
い
う
の
を
、
見
つ
け
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。
私
た
ち
と
町
の
こ
と
を
一
緒
に
考

え
て
く
だ
さ
い
」と
講
演
し
ま
し
た
。

第2回プログラム「那珂川町を知る」

　
　

月
9
日
に
は
、「
那
珂
川
町
を
知
る
」と

11
い
う
テ
ー
マ
で
町
内
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

3
人
が
、
1
年
生
に
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

隊
員
は
、
活
動
拠
点
に
那
珂
川
町
を
選
ん

だ
理
由
や
、
活
動
報
告
等
の
ほ
か
、
生
徒
に

向
け
て「
地
域
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
や
課
題

解
決
の
た
め
に
は
、
高
校
生
の
目
線
が
大
切
。

那
珂
川
学
を
通
し
て
、
町
の
魅
力
を
発
掘
し
、

情
報
や
文
化
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
、
も
っ

と
町
を
元
気
に
し
て
く
だ
さ
い
」と
話
し
ま

し
た
。

　

学
習
成
果
は
、
平
成　

年
2
月　

日
に
小

29

15

川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で

発
表
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
2
年
生
が
職
場
体
験
を
す
る
マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動
を
、
小
川
中
学
校
で

は
、　

月
7
日
か
ら　

日
に
か
け
て　

人
が　

事
業
所
で
、
馬
頭
中
学
校
で
は　

月

11

11

42

16

11

　

日
か
ら　

日
に
か
け
て　

人
が　

事
業
所
で
行
い
ま
し
た
。

14

18

84

41

　

生
徒
た
ち
は
、
教
室
か
ら
地
域
社
会
へ
と
学
び
の
場
を
変
え
て
、
働
く
こ
と
を
経

験
す
る
こ
と
で
、
机
の
上
だ
け
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
、
社
会
人
と
し
て
の
マ

ナ
ー
や
ル
ー
ル
、
言
葉
遣
い
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
5
日
間
の
マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

活
動
期
間
は
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
自
分
の
職
業
適
性
の
把
握
や
、
将
来
に
つ
い
て

考
え
る
貴
重
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

マイ・チャレンマイ・チャレンジジ
活動報活動報告告

小川中学小川中学校校

小川幼稚園 武茂の里　アイス工房

馬頭中学馬頭中学校校

鷲子山上神社 那珂川消防署
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月　

日
、
任
意
団
体
の「
第　

区
集

10

28

10

落
営
農
組
合
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
川
第　

区
で
は
少
子
高
齢
化
が
顕
著

10

で
、
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
の
農
業
が
崩
壊

し
か
ね
な
い
と
の
危
機
感
か
ら
、
県
や
町

の
指
導
も
あ
っ
て
、
集
落
営
農
組
合
の
設

立
に
向
け
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
組
合

員
数
は　

人
で
、
設
立
総
会
で
は
、
当
面

15

は
農
業
維
持
を
活
動
目
標
と
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

組
合
長
と
な
っ
た
近
江
一
美
さ
ん（
片

平
）は
、「
行
き
詰
ま
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
大
切
。
農
作
業

の
受
委
託
斡
旋
を
中
心
に
、
今
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
次
年
度
に
向
け
て
計
画
を
策
定

し
、
来
春
か
ら
本
格
的
な
活
動
が
始
ま
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

第　

区
集
落
営
農
組
合
設
立

10

　

使
わ
れ
な
く
な
り
眠
っ
て
い
る
ピ
ア
ノ

に
も
う
一
度
光
を
当
て
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
加

藤
み
ゆ
き
さ
ん
に
よ
る
、
美
し
い
村
夜
空

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
、　

月　

日
旧
馬
頭
北

10

29

保
育
園
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
1

5
0
人
が
訪
れ
、
夜
空
に
響
く
ピ
ア
ノ
の

音
色
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
稲
垣
侑
子
隊
員
と
小
砂village

協
議

会
が
協
力
し
て
開
催
運
営
に
当
た
り
ま
し

た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
加
藤
さ
ん
は
、
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
の「
月
光
ソ
ナ
タ
」や
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
の「
月
の
光
」な
ど
、
約　

曲
を
披
露

20

し
ま
し
た
。

　

水
戸
か
ら
訪
れ
た
小
学
3
年
生
の
親
子

は
、
ピ
ア
ノ
を
習
い
始
め
て
1
年
に
な
る

そ
う
で
、
初
め
て
の
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー

ト
に「
素
敵
だ
っ
た
」と
感
想
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
　

月
5
日
、
6
日
の
2
日
間
に
わ
た
り

11
藤
田
製
陶
所
で「
小
砂
焼　

秋
の
陶
器
市
」

が
、
穏
や
か
な
秋
空
の
も
と
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

両
日
と
も
、
小
砂
焼
等
を
求
め
て
町
内

外
か
ら
、
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
中
に
は
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
ク
ラ
ブ

の
方
々
の
姿
も
見
ら
れ
、
小
砂
の
方
々
と

の
再
会
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
地
元
の
方
に
よ
る
餅
つ
き
、

焼
き
そ
ば
等
の
模
擬
店
や
コ
ン
サ
ー
ト
、

茶
会
等
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
開
催　

周
年
を
迎
え
た
今
回
は
、

20

町
の
特
産
品
い
の
し
し
肉
を
使
っ
た
、
し

し
汁
が
3
0
0
食
限
定
で
用
意
さ
れ
、
来

場
者
の
体
と
心
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

小
砂
焼　

秋
の
陶
器
市

　
　

月　

日
、　

日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、

11

10

11

県
内
で
活
動
し
て
い
る
隊
員
等
約　

人
が

70

参
加
し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
研
修
会

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
栃
木
県
サ
ミ
ッ
ト
」

が
町
内
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
日
目
は
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
が
行
わ
れ
、
ナ

リ
ワ
イ
代
表
の
伊
藤
洋
志
さ
ん
、
長
野
県

小
布
施
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
日
影
詩

織
さ
ん
、
香
川
県
の
地
域
お
こ
し
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
秋
吉
直
樹
さ
ん
の
講
義

を
聞
い
た
後
、「
任
期
後
を
見
据
え
た
活
動

を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
演
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
町
内
の
視
察
見
学
や
、
町

内
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
報
告
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

栃
木
県
サ
ミ
ッ
ト

美
し
い
村　

夜
空
の
コ
ン
サ
ー
ト

「
甦
れ
ピ
ア
ノ
」再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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月　

日
旧
消
防
馬
頭
分
署
に
事
務
所

11

13

を
構
え
た
、
創
生
な
か
が
わ
株
式
会
社
の

開
所
式
が
、
来
賓
・
関
係
者
な
ど　

人
が

30

出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
所
式
で
野
口
勝
明
社
長
は
、「
創
生
な

か
が
わ
株
式
会
社
は
町
お
こ
し
の
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
を
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
を
活

性
化
さ
せ
、
都
会
か
ら
の
若
者
を
U
タ
ー

ン
・
I
タ
ー
ン
さ
せ
る
仕
組
み
つ
く
り
が

課
題
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

福
島
町
長
は
、「
少
子
高
齢
化
が
著
し
い

中
、
将
来
の
那
珂
川
町
の
将
来
像
を
作
る

会
社
が
、
創
生
な
か
が
わ
株
式
会
社
で
す
。

こ
の
会
社
は
、
私
の
分
身
の
よ
う
な
も

の
」と
会
社
に
対
し
期
待
を
込
め
て
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
会
社
の
名
称
募
集
の
表
彰
も

併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

創
生
な
か
が
わ
株
式
会
社
開
所
式

　
　

月　

日
、
馬
頭
高
校
を
考
え
る
会

11

10

（
小
川
正
典
代
表
）が
町
長
室
で
、「
栃
木
県

立
馬
頭
高
校
の
存
続
と
活
性
化
に
関
す
る

要
望
書
」を
福
島
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

考
え
る
会
は
、
馬
頭
高
校
の
存
続
が
人

口
減
少
の
進
む
町
の
地
域
振
興
に
は
欠
か

せ
な
い
も
の
と
、
行
政
区
、
町
議
会
議
員
、

同
窓
会
、
P
T
A
な
ど
の
有
志
が
8
月　
23

日
に
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
小
川
代
表
は

「
馬
頭
高
校
の
存
続
は
、
町
の
地
域
活
性

化
の
大
切
な
柱
。
町
長
が
先
頭
に
立
っ
て

町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
県
に
働
き
か
け
て

ほ
し
い
」と
要
望
し
ま
し
た
。

　

要
望
書
を
受
け
て
町
長
は
、「
特
色
が
あ

り
地
域
と
密
着
し
た
選
ば
れ
る
高
校
を
目

指
し
、
町
民
と
一
丸
と
な
っ
て
支
援
し
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

馬
頭
高
校
の
存
続
と

活
性
化
に
関
す
る
要
望
書

第　

回　

那
珂
川
町
文
化
祭

12

　
　

月
5
日
、
6
日
の
2
日
間
、
町
総
合
体
育
館
で
文
化
や
芸
術
を
彩
る
書
道
や
絵
画
、
華
道
、

11
手
芸
な
ど
様
々
な
作
品
を
展
示
し
て
、
総
合
展
が
開
か
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の

見
学
者
が
来
場
し
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月
1
日
か
ら
6
日
ま
で
は
、
南
町
小
公
園
を
会
場
に
菊
花
展
が
、
3
日
か
ら
6
日
ま

11

で
は
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
周
辺
を
会
場
に
、
菊
花
盆
栽
展
が
開
催
さ
れ
、

丹
精
こ
め
て
育
て
ら
れ
た
立
菊
や
飾
り
菊
等
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
に
は
、
邦
楽
民
謡
舞
踊
祭
が
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
を
会
場
に

11

12

開
催
さ
れ
、
民
謡
や
舞
踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
等
の
披
露
が
行
わ
れ
、
文
化
祭
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

総合総合展展総合総合展展

菊花菊花展展菊花盆栽菊花盆栽展展

邦楽民謡舞踊邦楽民謡舞踊祭祭邦楽民謡舞踊邦楽民謡舞踊祭祭
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子育て支援センター ☎0287－96－5223

問い合わせ：子育て支援課　緯0287-92-1115

子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育てててててててててて支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援課課課課課課課課課課子育て支援課 母母母母母母母母母母子子子子子子子子子子保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健係係係係係係係係係係かかかかかかかかかかららららららららららののののののののののおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知らららららららららら母子保健係からのお知らせせせせせせせせせせせ

母子健康手帳交付カレンダー
　保健師と面談をした後、妊婦さんへ母子健
康手帳をお渡ししています。下記のカレン
ダーの青色に染められた月日・時間に面談が
できます。電話で予約をしてください。
　詳しくは、母子保健係へお問い合わせくだ
さい。

土金木水火月日
17日12月16日午前

午後
24日23日22日21日20日19日18日

31日30日29日28日27日26日25日

7日6日5日4日3日2日1月1日

14日13日12日11日10日9日8日

15日

12月
12月21日（水）10：30～
☆親子ビクス☆

　寒さで硬くなりがちな身体をほぐしながら、
親子の触れ合いを楽しみましょう。
講師　玉木　尚子先生
申し込み　12月16日（金）まで

1月11日（水）10：30～
☆こども新年会☆

　先生にお茶を点てていただきます。自分で点てるこ
ともできますよ。
講師　星　フミ子先生
申し込み　1月6日（金）まで　先着15組

1月6日（金）10：30～
☆繭玉団子つくり☆

　伝統行事の一つです。繭玉団子を食べて、一年間、
健康に過ごしましょう。
申し込み　12月26日（月）まで　先着15組

　　月は離乳食作りです。1
　今回は、ママ自身のランチ作りと離乳食作りを同時に行いま
す。離乳食作りに悩んでいるママも、これから始めるママも、
楽しく簡単に離乳食作りを学んでみませんか。調理中、赤ちゃ
んは託児いたします。

日　時　平成29年　月31日（火）1
午前10時～12時30分
（調理後のランチタイムを含む）

場　所　健康管理センター
持ち物　エプロン

きらきらベビークラス

子育て支援センターは、乳児から就子育て支援センターは、乳児から就学学
前までのお子さんと、ご家族のため前までのお子さんと、ご家族のためのの
場です。子育て中の仲間や職員と、場です。子育て中の仲間や職員と、暖暖
かな部屋で楽しく遊びましょうかな部屋で楽しく遊びましょう。。

利用日時：月曜日〜金曜利用日時：月曜日〜金曜日日
（祝日除く（祝日除く））
9：00〜17：09：00〜17：00012月22日（木）10：30～

☆クリスマス会☆

　今年のクリスマス会にも、サンタさんは来て
くれるかな?楽しみにね。
申し込み　12月16日（金）まで　先着15組

☆みんなであそぼう☆
（10：30～）

12月16日（金）　2・3歳児!!
 1月13日（金）　0・1歳児!!

☆☆おおきおおきくくなったかななったかな??☆☆

12月19日（月）
～22日（木）

（身長・体重測定（身長・体重測定））

あそびにきてあそびにきてねね

11月月
平成29平成29年年

15 広報なかがわ　平成28年12月10日

なかがわ薬膳日記なかがわ薬膳日記なかがわ薬膳日記なかがわ薬膳日記
地域おこし協力隊　小鮒千文

Vol.13

食べる地域おこし

【冷えと疲れに!長ネギとおろし生姜の薬膳味噌汁】
（材料・一人分）
・熱い出汁（白湯でも可）　約200cc
・おろし生姜　小さじ1／2
・長ネギみじん切り　大さじ　1
・味噌　適量
（手順）
　.お椀におろし生姜・ネギのみじん切り・味噌を入れる1
　.熱々の出汁を注いでよく混ぜて完成2

晦

界

海

皆

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

　忘年会や新年会など、飲酒の機会が多くなる年末年
始。美味しいお酒を楽しく飲んで健康に過ごすには
「正しいお酒の飲み方」＝「適正飲酒」を実践することが
大切です。
　厚生労働省では「節度ある適量な飲酒量」は、　 日平1
均純アルコール量で20g程度となっています。
　長期間の多量飲酒は、高血圧の原因にもなります。
また、食塩や脂質の多いおつまみや飲酒後の夜食など
は、過剰なエネルギー摂取にもつながり、生活習慣病
のリスクが高まるので注意が必要です。
　お酒との付き合い方を、いま一度振り返り、健康的
な飲み方を心がけましょう。

管理栄養士コラム

問い合わせ　健康管理センター　緯0287-92-1188

　とうとう師走に入りました。みなさまいかがお過ご
しでしょうか。立冬から始まった冬も一か月が過ぎ、
もうすぐ冬至を迎えます。冬至は一年の中で最も陰が
極まる（夜が長い）節目の日。年末年始の大支度の前に
少し立ち止まり、ゆったりとした気持ちで冬本番に備
えましょう。お風呂は古来より邪気を払う力があると
伝えられている柚子湯がおすすめ。今月はイベント続
きで慌ただしい年末年始、手軽に飲める即席薬膳味噌
汁をご紹介します。冷えと胃腸の疲れが溜まったら、
熱々をゆっくり飲んで休みましょう。

【基本の養生】
・早寝早起き腹八分目
・よく動き、よく眠る
・食卓は旬の恵みを主役に

　10月15日小川総合福
祉センターで開催されま
した「第11回福祉まつ
り」にて、那珂川町食生
活改善推進員協議会によ
る「適正塩分みそ汁の試
食」を実施しました。

那珂川町　適正塩分みそ汁アンケート結果

　最後に、薬膳日記の連載をはじめ一年経
ちました。一年間お付き合いくださり本当
にありがとうございました!!
　今後も豊かな自然の恵みを活かした食養
生を、お伝え出来るよう精進してまいりま
す。

■純アルコール量＝お酒の量（ml）×アルコール度数
（％）×0.8÷100
■適度な飲酒量の目安　（　日にいずれか　つ）

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫
1 1

ビール中ビン　本1

ワイングラス　杯弱2

日本酒　合1

焼酎0.6合

年末年始は「適度な飲酒」を心がけましょう

　「適正塩分みそ汁」の味
は、我が家と比べて約　6
割の方が「薄い…」と答え
る結果となり、試食後は
食生活改善推進員による
減塩方法アドバイスなど
も実施しました。

　平成27年度集団
検診結果からも「高
血圧」は、全国・県
と比べてもまだま
だ高値となってい
ます。生活習慣病
予防のために、食
生活改善を心がけ、
健康的な生活を維
持していきましょ
う。

5人 60人 95人
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図書館コーナー図書館コーナー図書館コーナー
ホームページ　http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/40library/index.html

小川おはなし会
・平成29年　月　日（土）　午前10時30分～1 7
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが絵本を読ん
でくれます。
　おはなしの後は、トイレットペーパーの芯で「木登
りどうぶつ」を作ります。

こどもとしょかんまつりが開催されました

小川図書小川図書館館 馬頭図書馬頭図書館館

荒木文子さんのパネルシアター
・平成29年　月15日（日）　午後　時～1 1
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　楽しいパネルシアターの実演とボランティア向けの
講習会です。

読書会
・平成29年1月11日（水）　午後1時30分～
・テキスト　「つまをめとらば」　青山　文平／著
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　和やかな雰囲気で語り合っています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。

高校生ボランティアのおはなし会
・12月18日（日）　午後2時～
・場所　馬頭図書館　児童室
　馬高ボランティア部の方たちがたのしい紙しばいや
絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、輪ゴムで「ラーメン」を作ります。

小川おはなし会読み聞かせボランティア募集
活動日　毎月第一土曜日
時　間　午前10時30分～（おはなし会・当番制）
　興味のある方は図書館のカウンターか、電話でお
問い合わせください。
馬頭図書館　緯0287－92－5015

小川図書館 12月11日～1月14日のお休み
開館時間

平日　午前　時30分9
～午後　時6

土日　午前　時9
～午後　時5

☎0287-96-2335

土金木水火月日
17161514131211
24232221201918
31302928272625
7654321/1
141312111098

※12月28日（水）～1月4日（水）まで年末年始休館となります。

婦人ボランティアのおはなし会
・平成29年1月14日（土）　午後2時～
・場所　馬頭図書館　児童室
　婦人ボランティアの方たちがたのしい紙しばいや絵
本を読んでくれます。
　おはなしの後は、「節分のお面」を作ります。

　11月19日に小川図書館で、こどもとしょかんまつり～おは
なし隊がやってくる～が開催されました。
　子どもたちは、JVCといっしょに宝さがしと、かるたとりの
室内レクリエーションや、「全国訪問おはなし隊」によるおはな
し会（おはなし隊隊長）、小川おはなし会ボランティアによるお
はなし会、キャラバンカーの見学を楽しみました。
　「全国訪問おはなし隊」は、1999年7月から発足し、たくさ
んの絵本を積んだキャラバンカーで全国各地を巡回し、読み聞
かせの輪を広げることや子どもたちが本と親しむきっかけつく
りを目的に活動しています。この日も参加した子どもたちにす
てきな本との出会いの場をつくってくれました。

土金木水火月日
17161514131211
24232221201918
31302928272625
7654321/1
141312111098

馬頭図書館 12月11日～1月14日のお休み
開館時間

平日　午前　時30分9
～午後　時6

土日　午前　時9
～午後　時 5

☎0287-92-5015

※12月28日（水）～1月4日（水）まで年末年始休館となります。

小川おはなし会ボランティアのおはなし会
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那珂川町
図書館

一
般
書

『
ブ
ラ
タ
モ
リ
2
』　

N
H
K
の
人
気
街
歩
き

番
組「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」の
、本

編
で
は
語
り
切
れ
な
か
っ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
、ロ
ケ
の
撮

影
風
景
の
特
別
写
真
、街
歩

き
に
便
利
な
地
図
な
ど
を

掲
載
。

◇
『
ね
こ
切
り
絵
』

高
木　

亮
／
著

◇
『
幸
せ
の
絵
本　

家
族
の
絆
編
』

金
柿　

秀
幸
／
著

◇
『
子
ど
も
の「
い
や
」に
困
っ
た
と
き
読
む
本
』

大
河
原　

美
以
／
著

◇
『
坂
野
惇
子　

子
ど
も
服
に
こ
め
た「
愛
」と「
希
望
」』

青
山　

誠
／
著

◇
『
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
解
体
新
書
』

中
山　

康
樹
／
著

◇
『
作
っ
て
ほ
め
ら
れ
る
お
菓
子
』

ベ
タ
ー
ホ
ー
ム
協
会
／
編
集

◇
『
あ
る
夜
の
ダ
リ
ア
』

内
館　

牧
子
／
著

◇
『
紙
の
城
』

本
城　

雅
人
／
著

◇
『
人
は
皆
、
土
に
還
る
』

曽
野　

綾
子
／
著

◇
『
君
は
レ
フ
テ
ィ
』

額
賀　

澪
／
著

◇
『
野
分
け
の
あ
と
に
』

和
田　

真
希
／
著

◇
『
続
・
ボ
ク
の
妻
と
結
婚
し
て
く
だ
さ
い
。』

樋
口　

卓
治
／
著

◇
『
校
閲
ガ
ー
ル　

ト
ル
ネ
ー
ド
』宮

木　

あ
や
子
／
著

◇
『
梅
も
ど
き
』

諸
田　

玲
子
／
著

◇
『
天
を
灼
く
』

あ
さ
の　

あ
つ
こ
／
著

　

紙
面
の
都
合
上
、
新
着
資
料
の
紹
介
は
、
一
部
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
新
着
図
書
の
検
索
が

で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.e-tosho.com

/nakagaw
a/P
C
/

P
C
00301.aspx

時
々
は
ゲ
ー
ム
も
入
れ
て
輪
に
な
っ
て
転
ば
ん
教
室
和
や
か
な
り
し

小　

川　
　

平
澤　

照
雄

な
つ
か
し
き
筆
跡
に
会
う
師
の
賀
状
来
る
年
も
待
た
ん
病
と
聞
け
ど

恩　

田　
　

上
杉　

里
子

渋
滞
に
倦
み
し
行
楽
の
客
あ
ま
た
コ
ン
ビ
ニ
店
に
て
弁
当
も
買
ふ

馬　

頭　
　

藤
田　

文
代

コ
ン
ビ
ニ
は
便
利
な
店
と
思
え
ど
も
触
発
の
魔
の
手
潜
み
て
お
り
ぬ

馬　

頭　

五
月
女
ト
ミ
ノ

並
び
い
る
お
に
ぎ
り
全
部
味
わ
い
た
い
と
思
い
つ
つ
今
日
も
コ
ン
ビ
ニ
を
出
る

大　

内　
　

薄
井　

キ
イ

ミ
カ
ン
手
に
孫
ヒ
ザ
に
置
き
お
手
玉
を 

馬　

頭　
　

稲
沢　

誠
一

温
い
部
屋
家
族
の
笑
顔
笑
い
声 

馬　

頭　
　

阿
久
津
紀
子

直
球
に
カ
ー
ブ
を
返
す
夫
婦
仲 

大　

内　
　

郡
司　

正
幸

脳
内
の
四
季
を
狂
わ
す
ハ
ウ
ス
物 

小　

川　
　

平
澤　

照
雄

老
い
の
身
に
カ
タ
カ
ナ
が
増
え
意
味
不
明 

小　

砂　
　

松
岡
ヒ
ロ
シ

暖
房
費
浮
か
す
つ
も
り
で
朝
寝
す
る 

谷　

田　
　

岡
崎　

甫
子

そ
ぞ
ろ
寒
ま
だ
明
け
き
ら
ぬ
水
の
音 

小　

川　
　

佐
藤　

栄
子

鵙
の
声
ど
こ
か
似
て
い
る
影
法
師 

久
那
瀬　
　

堀
江　

直
子

思
ふ
こ
と
違
ふ
二
人
や
暮
の
秋 

小　

川　
　

金
井　

和
子

 
石  
蕗 
咲
く
や
己
が
光
に
照
ら
さ
れ
て 

馬　

頭　
　

星　
　

健
彦

つ 

わ

蟷
螂
の
我
が
玄
関
と 
威  
嚇 
せ
り 

馬　

頭　
　

川
上　

幸
男

い 

か
く

土
に
ま
だ
残
る 
火  
照 
や
大
根
蒔
く 

松　

野　
　

大
門　

正
一

ほ 

て
り

◇
『
で
て
く
る
で
て
く
る
』

岩
田　

明
子
／
著

◇
『
い
ろ
が
み
び
り
び
り
ぴ
っ
た
ん
こ
』

松
田　

奈
那
子
／
著

◇
『
と
り
か
え
っ
こ
と
り
か
え
っ
こ
』

ふ
く
だ　

じ
ゅ
ん
こ
／
著

◇
『
み
か
ん
の
め
い
さ
ん
ち
』

平
田　

昌
広
／
著

◇
『
十
二
支
の
お
も
ち
つ
き
』

す
と
う　

あ
さ
え
／
著

◇
『
も
う
あ
か
ん
！
』

岡
田　

よ
し
た
か
／
著

◇
『
1
0
0
円
た
ん
け
ん
』

中
川　

ひ
ろ
た
か
／
著

◇
『
ハ
ム
ス
タ
ー
の
す
て
き
な
お
仕
事
』

あ
ん
び
る　

や
す
こ
／
著

◇
『
お
ば
け
え
ん
そ
く
』

吉
田　

純
子
／
著

◇
『
あ
た
し
の
、
ボ
ケ
の
お
姫
様
。』令丈　

ヒ
ロ
子
／
著

◇
『
聖
の
青
春
』

大
崎　

善
生
／
著

◇
『
光
を
失
っ
て
心
が
見
え
た
』

新
井　

淑
則
／
著

◇
『
ら
く
ご
で
こ
と
わ
ざ
笑
辞
典
』

斉
藤　

洋
／
著

児
童
書

　

X
線
を
発
見
し
た
レ
ン

ト
ゲ
ン
、
日
本
人
初
の
受

賞
者
・
湯
川
秀
樹
…
。
賞

を
も
ら
っ
た
人
た
ち
は
何

を
考
え
、
ど
う
生
き
た
か
、

ど
ん
な
発
見
・
発
明
を
し

た
の
か
を
、
新
聞
形
式
で

楽
し
く
紹
介
。

『
こ
ど
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
新
聞
』

N
H
K
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
制
作
班
／
著

若
林　

文
高
／
監
修

俳　

句

短　

歌

川　

柳
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平
成

年

成
人
式
の
ご
案

平
成　

年　

成
人
式
の
ご
案
内内

2929

　

町
で
は
、
新
成
人
に
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん

の
新
し
い
門
出
を
お
祝
い
す
る「
成
人
式
」を

挙
行
い
た
し
ま
す
。
人
生
で
一
度
し
か
経
験

で
き
な
い
成
人
式
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま

す
。

日
時　

平
成　

年
1
月
8
日（
日
）

29

午
前　

時
～
正
午

10

（
受
付
午
前
9
時
～
9
時　

分
）

40

※
式
典
の
前
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

と
し
て「
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
」の
演
奏
が
あ
り

ま
す
。（
午
前
9
時　

分
～
）

45

会
場　

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル

＊
新
成
人
の
み
な
さ
ま
へ
＊

　

対
象
の
方（
平
成
8
年
4
月
2
日
～
平
成

9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）に
は
、

案
内
状
を
送
付
い
た
し
ま
し
た
。
届
い
て
い

な
い
場
合
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

緯
0
2
8
7（
9
6
）2
1
1
6

馬
頭
広
重
美
術
館
で
記
念
撮
影
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

新
成
人
の
み
な
さ
ん

　

馬
頭
広
重
美
術
館
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
場
設
計
で
話

題
の
隈
研
吾
氏
が
若
い
こ
ろ
に
設
計
を
手
掛

け
た
建
物
で
す
。
成
人
の
日
の
思
い
出
と
し

て
、
当
美
術
館
を
背
景
に
晴
れ
着
で
の
記
念

撮
影
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日
時　

平
成　

年
1
月
8
日（
日
）

29

午
前
9
時　

分
～
午
後
4
時　

分

30

30

・
町
内
外
を
問
わ

ず
、
す
べ
て
の

新
成
人
者
を
対

象
と
い
た
し
ま

す
。

・
振
袖
や
ス
ー
ツ

な
ど
、
成
人
式

に
出
席
す
る
服

装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

併
せ
て
、
新
成
人
者
に
限
り
入
館
料
を
無

料
と
い
た
し
ま
す
。

（
当
日
は
免
許
証
や
学
生
証
な
ど
、
身
分
を

証
明
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

み
な
さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

馬
頭
広
重
美
術
館

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
9
9

那
珂
川
町
企
業
立
地
促
進
条
例

施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
ま
す

　

企
業
を
誘
致
し
、
町
を
活
性
化
す
る
た
め
、

平
成　

年
4
月
1
日
か
ら
企
業
立
地
に
係
る

23

優
遇
制
度
を
制
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平

成　

年
1
月
1
日
か
ら
雇
用
の
創
出
及
び
産

29
業
の
振
興
の
効
果
増
大
を
図
る
た
め
太
陽
光

発
電
所
事
業
に
つ
い
て
は
、「
町
内
に
事
務
所

を
有
す
る
も
の
に
限
る
」と
い
う
要
件
を
付

加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

優
遇
制
度
概
要

企
業
立
地
奨
励
金　

対
象
業
種
に
該
当
し
、

事
業
所
を
新
設
・
増
設
・
承
継
取
得
す
る
場

合
に
お
い
て
、
建
物
・
設
備
等
の
投
資
額
が

3
0
0
0
万
円
以
上
の
場
合
、
固
定
資
産
税

相
当
額
を
5
年
間
交
付

雇
用
促
進
奨
励
金　

企
業
立
地
奨
励
金
に
該

当
す
る
場
合
、
事
業
開
始
か
ら
5
年
以
内
に

那
珂
川
町
に
住
所
を
有
す
る
者
を
3
人
以
上
、

常
用
雇
用
者（
正
社
員
）と
し
て
雇
用
す
る
場

合
、
1
人
に
つ
き　

万
円
の
奨
励
金
を
交
付

30

　

な
お
、
平
成　

年　

月　

日
ま
で
に
指
定

28

12

31

事
業
者
の
指
定
を
受
け
た
太
陽
光
発
電
所
事

業
者
の
方
は
、
改
正
前
の
規
則
が
適
用
と
な

り
ま
す
の
で
、
引
続
き
助
成
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
6

広
重
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

使
用
期
限
の
お
知
ら
せ

　

地
元
消
費
拡
大
・
地
元
商
店
街
活
性
化
の

一
環
と
し
て
販
売
さ
れ
ま
し
た
商
品
券
の
使

用
期
限
は　

月　

日
ま
で
で
す
。

12

31

　

ま
だ
ご
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
期
限

内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

使
用
期
限

平
成　

年　

月　

日（
土
）ま
で

28

12

31

※
使
用
期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券
は
無
効
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
商
品
券
の
払
い
戻
し
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

那
珂
川
町
商
工
会

緯
0
2
8
7（
9
2
）2
2
4
9
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有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526　那須烏山市田野倉６６０－１  

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役　塩野目省三）  

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

那
珂
川
町
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
を

F
K
D
宇
都
宮
店
で
販
売
し
ま
す
!

　

年
末
・
年
始
に
福
田
屋
百
貨
店
宇
都
宮
店

で
実
施
さ
れ
る「
ご
当
地
グ
ル
メ
と
う
ま
い

も
の
市
」に
お
い
て
那
珂
川
町
ブ
ラ
ン
ド
認

定
品
を
出
張
販
売
い
た
し
ま
す
!

　

一
定
額
以
上
お
買
い
上
げ
の
方
に
、
那
珂

川
町
ふ
る
さ
と
大
使「
雷
様
剣
士
ダ
イ
ジ
」

グ
ッ
ズ
な
ど
が
当
た
る「
ス
ピ
ー
ド
く
じ
」や
、

町
内
の
対
象
店
舗
で
使
え
る「
割
引
券
」の
発

行
な
ど
、
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
企
画
を
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

日
時

　

月　

日（
火
）～

12

27

　

平
成　

年
1
月
5
日（
木
）

29

午
前　

時
～
午
後
7
時（
最
終
日
は
午
後

10

4
時
ま
で
）

※　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
は
午
前
9
時　

12

29

31

30

分
に
開
店
し
ま
す
。

場
所　

福
田
屋
百
貨
店
宇
都
宮
店
3
F
催
事

ス
ペ
ー
ス

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
6 なかちゃんも

来るよ!

平
成　

年
中
に
使
用
す
る
農
業
用
免
税
軽
油
の

29

免
税
証
交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

○
農
業
を
営
み
農
業
用
機
械
に
軽
油
を
使
用
す
る

者
○
機
械
を
使
う
作
業
全
て
の
委
託
を
受
け
て
農
作

業
を
行
い
、
農
業
用
機
械
に
軽
油
を
使
用
す
る

者（
農
作
業
受
委
託
に
関
す
る
契
約
書
の
写
し

が
必
要
）

免
税
証
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
人

○
新
規
に
申
請
す
る
場
合

・
耕
作
面
積
の
証
明
書（
農
業
委
員
会
が
交
付
）

・
4
2
0
円

・
印
鑑

・
使
用
す
る
機
械
の
詳
細
が
わ
か
る
も
の（
カ
タ

ロ
グ
等
）

○
継
続
申
請
の
場
合

・
免
税
軽
油
使
用
者
証

・
免
税
軽
油
の
引
き
取
り
等
に
係
る
報
告
書
及
び

添
付
書
類（
納
品
書
、領
収
書
等
）

・
機
械
の
変
更
が
あ
る
方
は
、
機
械
の
詳
細
が
わ

か
る
も
の（
カ
タ
ロ
グ
等
）

○
更
新
申
請
の
場
合
（
免
税
軽
油
使
用
者
証
の
始

期
が
平
成　

年
度
中
の
場
合
）

26

・
4
2
0
円

・
そ
の
他
必
要
書
類
は
継
続
申
請
の
場
合
と
同
じ

申
請
に
必
要
な
も
の

受
付
日

平
成　

年
1
月　

日（
火
）～　

日（
水
）

29

10

11

時
間午

前
9
時
～　

時
、
午
後
1
時
～
4
時

12

場
所小

川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

す
こ
や
か
共
生
館
多
目
的
集
会
室

問
い
合
わ
せ

農
林
振
興
課

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
3

矢
板
県
税
事
務
所

緯
0
2
8
7（
4
3
）2
1
7
3

受
付
日
程
及
び
場
所

第　

回
栃
木
県
統
計
大
会
で
表
彰

54

　

栃
木
県
と
栃
木
県
統
計
協
会
主
催
の「
第　
54

回
栃
木
県
統
計
大
会
」が　

月
2
日
に
栃
木
県

12

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ブ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

那
珂
川
町
か
ら
次
の
統
計
調
査
員
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
大
臣
表
彰（
平
成　

年
国
勢
調
査
）

27

小
髙　

一
成
さ
ん（
和
見
）

栃
木
県
知
事
表
彰

長
谷
川
久
夫
さ
ん（
小
川
）

栃
木
県
統
計
協
会
名
誉
会
長
表
彰

佐
々
木　

香
さ
ん（
恩
田
）

　町では、行財政改革推進計画に規定されている
自主財源確保のための有効資源活用として、町広
報紙、ホームページ、一般封筒等への有料広告の
掲載を実施しています。
　広報紙、ホームページ広告については随時募集
しております。詳しくは企画財政課広報広聴係
（緯0287-92-1114）までお問い合わせください。

広報紙・HPに広告を掲載しませんか。
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町民スキー教室
参加者募集のお知らせ

日時　平成29年　月12日（木）1
午後　時30分～　時30分1 4
会場　トコトコ大田原　階3
市民交流センター
定員　18名（事前予約制）
対象者
那珂川町、大田原市、那須塩原市、
那須町、矢祭町、大子町の住民
内容
栃木県弁護士会に所属する弁護士
（　名）が相談に応じます。2
※相談時間は、　 人20分1
申し込み
　月　日（木）から11日（水）までに、1 5
下記まで電話にてご予約ください。
定員になり次第、受付は終了します。
問い合わせ
大田原市総合政策部総務課
総務法規係　緯0287-23-1111

八溝山周辺地域定住自立圏の
広域無料法律相談のお知らせ

那珂川町特産品展示販売施設
（扇の館）の利用者の募集について

●第　回町民スキー教室1
日時　平成29年　月14日（土）1
会場
福島県会津高原だいくらスキー場
募集人員　40名
※定員になり次第締切。中学生以下
は保護者の同伴が必要です。
参加費
大人　2,500円
小人（中学生以下）　1,000円
申し込み締め切り　　月　日（金）1 6
●第　回町民スキー教室2
日時　平成29年　 月18日（土）～192
日（日）※　泊　日1 2
会場　新潟県苗場スキー場
募集人員　30名
※定員になり次第締切。中学生以下
は保護者の同伴が必要です。
参加費
大人　25,000円
小人（中学生以下）　18,000円
※宿泊代・リフト券代含む
申し込み締め切り　　月27日（金）1
申し込み・問い合わせ
生涯学習課　緯0287-96-2116

　農林業、生産者に対し生産意欲の
向上と地域の活性化を図ることを目
的に施設を利用される事業者、団体
を募集します。
応募資格　町内の事業者または団体
で、町税等の滞納がない方
使用料　　ヶ月　21,000円1
（光熱水費等は別途実費負担）
募集期間　～12月26日（月）まで
現地視察　12月19日（月）
午後　時30分～　時30分1 2
※希望者は19日（月）正午までに連絡
選考方法　書類選考及び面接
利用開始予定日　
平成29年　月　日予定2 1
申し込み・問い合わせ
商工観光課　緯0287-92-1116

保育のお仕事就職フェア2017・冬
開催のお知らせ

対象者
保育の仕事を希望する方、保育の仕
事に興味・関心のある方
日時　平成29年　月17日（金）2
午後　時～　時30分1 3
会場　とちぎ福祉プラザ
内容
合同相談会（求人保育施設の採用担
当者との個別相談）、保育士・保育所
支援センター相談コーナー
参加費　無料
※託児あり　　月10日（金）までに申し2
込みください。（満　ヶ月～就学前）6
申し込み・問い合わせ
（福）栃木県社会福祉協議会
とちぎ保育士・保育所支援センター
緯028-307-4194

～文芸講演会・男女共同参画講座～
パパ’s絵本プロジェクトメンバー
による「絵本ライブ＆トーク」

開催のお知らせ　町内関係者が一堂に会し、賀詞交
歓を行うとともに、町及び関係機
関・団体等の発展を祈念することを
趣旨として、町、商工会、観光協会、
森林組合、農協の関係　団体共催に5
より、賀詞交歓会を開催いたします。
町民の方どなたでも参加できます。
　ご希望の方は、12月22日（木）まで
にお申し込みください。
日時　平成29年　月　日（木）1 5
午後　時～4
場所　JAなす南グリーンパル
会費　2,500円
（申し込み時に納入ください。納入
された会費はお返しできません。）
申し込み方法
申込書に会費を添えて、次のいずれ
かの窓口にお申し込みください。
①役場総務課②役場小川庁舎総合窓
口課③那珂川町商工会④那珂川町観
光協会⑤那須南森林組合⑥那須南農
協本店
※申込書は各窓口にあります。
問い合わせ
総務課　緯0287-92-1111

新春賀詞交歓会
開催のお知らせ

日時　平成29年　月22日（日）1
午後　時～　時30分2 3
（受付は、午後　時30分～）1
場所　小川総合福祉センター
すこやか共生館（多機能部屋）
内容　絵本読み聞かせ、演奏等
出演　パパ’s絵本プロジェクト
対象者
町内在住の幼児・児童とその保護者
※子どもだけでの参加は不可
定員　25組（先着100名程度）
参加費　無料
申し込み期限　　月18日（水）まで1
申し込み方法　生涯学習課や町図書
館で配布しているチラシ裏面の申込
書に必要事項を記入し、下記まで提
出してください（FAX、郵送可）。
その他　託児の希望がある場合は　1
月16日（月）までにお申し込みくだ
さい。（満　ヶ月～　歳まで）6 3
申し込み・問い合わせ
〒324-0595　那珂川町小川2814-1
生涯学習課
緯0287-96-2116　俊0287-96-4545
※馬頭、小川図書館でも申し込み可
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●特別陳列えと展「酉を考古学する」
会期　12月10日（土）～平成29年　1
月15日（日）
会場　当館展示室
開館時間
午前　時30分～午後　時（入館は午9 5
後　時30分まで）4
休館日　月曜日、祝日の翌日
年末年始（12月29日（木）～平成29年
　月　日（火））1 3
〈関連イベント〉
●ミニ門松づくり
日時
12月17日（土）午前　時30分～正午9
場所　当館講堂
講師　なす香（当館ボランティア）
定員　15組（要予約）
参加費　300円
申し込み・問い合わせ
なす風土記の丘資料館
緯0287-96-3366　俊0287-96-3340

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

★お知らせ★
都合により予告なく番組を
変更する事があります。

EPGでの確認をお願いします。

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
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★ケーブルテレビ企画番組

馬頭郷土資料館
からのお知らせ

番　組　名時　間
NewsなかがわTOWN 5:30

文字放送
 6:00
 6:30

NewsなかがわTOWN 7:00
文字放送 7:30

アグリネット
 8:00
 8:30

NewsなかがわTOWN 9:00
文字放送 9:30

栃木県提供番組
10:00
10:30

NewsなかがわTOWN11:00

文字放送
11:30
12:00

NewsなかがわTOWN12:30
文字放送13:00

企画番組・文字放送
13:15
13:30

文字放送
14:15
14:30

NewsなかがわTOWN15:00

文字放送
15:30
16:00

文字放送16:30
赤ちゃんがいっぱい17:00
THE　MAKING17:30
アニマルサイエンス18:00

企画番組・文字放送
18:30
19:00

NewsなかがわTOWN19:30
文字放送20:00

栃木県提供番組
20:15
20:30

NewsなかがわTOWN21:15
文字放送21:45

企画番組・文字放送
22:00
22:30

NewsなかがわTOWN23:00

文字放送
23:30
 0:00
 0:30

NewsなかがわTOWN 1:00
文字放送朝まで

期日
平成29年　月19日（木）1
内容
①とちぎジョブモール巡回セミナー
午前10時30分～正午
②とちぎジョブモール巡回相談会
（キャリアカウンセリング）
午後　時～　時1 4
③とちぎ生涯現役シニア応援セン
ター（ぷらっと巡回相談会）
午後　時～　時1 4
※とちぎジョブモール巡回相談会・
セミナーは雇用保険受給中の求職活
動の実績となります。
場所　県庁河内庁舎
参加費　無料
申し込み締め切り
　月18日（水）　午後　時まで1 5
申し込み・問い合わせ
宇都宮労政事務所　緯028-626-3053

番　組　名日　付

小川幼稚園運動会12／12～
12／18

第24回なす風土記の丘資料館
特別記念シンポジウム

12／19～
12／25

第10回那珂川町
第九を歌う会演奏会

12／26～
1／1

「ないものはない。」
海士町長講演会

1／2～
1／8

邦楽民謡舞踊祭　前編1／9～
1／15

●「阿久津静夫写真展　八溝今昔」
会期　～平成29年　月29日（日）1
開館時間　午前　時30分～午後　9 5
時（入館は午後　時30分まで）4
休館日　月曜日、祝日の翌日
年末年始（12月29日（木）～平成29年
　月　日（火））1 3
問い合わせ
馬頭郷土資料館
緯0287-92-1103　俊0287-92-1103

なす風土記の丘資料館
からのお知らせ

「求職者とシニアのための
相談会＆セミナー」のお知らせ

募集の条件等
・健康でやる気のある方
・教員免許状（養護教諭免許状）所有
の方
・塩谷・南那須地区内へ通勤可能な方
募集期間　～12月20日（火）まで
採用について　書類選考・面接の上、
3月上旬頃までに連絡します。
申し込み方法
　塩谷南那須教育事務所のホーム
ページにある履歴書又は市販の履歴
書に必要事項を記入の上、下記へ送
付してください。
※履歴書左上余白に、「非常勤講師
希望」「非常勤養護助教諭希望」と朱
書で明記し、県採用・市町採用の希
望を記載してください。
申し込み・問い合わせ
〒329-2163　矢板市鹿島町20-22
塩谷南那須教育事務所
緯0287-43-0176　俊0287-43-0535

平成29年度塩谷・南那須地区
公立小中学校県採用・市町採用
非常勤講師の募集について

※ぴんしゃん介護予防講座は12月4日で終了しました。
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「とちぎ就職支援合同面接会」
開催のお知らせ

　県内で就職を希望している方を対
象に「とちぎ就職支援合同面接会」を
開催します。参加を希望する方は、
予約の必要はありませんので、履歴
書を複数ご持参の上、当日直接会場
にお越しください。
　また、事前にハローワークでの求
職登録をお願いします。
日時
平成29年　月　日（木）、　 日（金）2 2 3
午後　時30分～　時1 4
場所　県庁東館　階講堂4
参加企業　　日あたり25社1
計50社（予定）
対象者
県内で就職を希望される方
　月　日（木）は、平成29年　月に大2 2 3
学・短大・高専・専修学校等を卒業
予定及び卒業後　年以内の未就職者3
の方。　 月　日（金）は、一般求職者2 3
問い合わせ
県産業労働観光部労働政策課
雇用対策担当　緯028-623-3224

中皮腫や肺がんなど、石綿による
疾病の補償・救済について

　中皮腫や肺がんなどを発症し、そ
れが労働者として石綿ばく露作業に
従事していたことが原因であると認
められた場合には、労災保険法に基
づく各種の労災保険給付や石綿救済
法に基づく特別遺族給付金が支給さ
れます。
　石綿による疾病は、石綿を吸って
から非常に長い年月を経て発症する
ことが大きな特徴です。
　中皮腫などでお亡くなりになられ
た方が過去に石綿業務に従事されて
いた場合には、労災保険給付等の支
給対象となる可能性がありますので、
まずは最寄りの都道府県労働局又は
労働基準監督署にご相談ください。
問い合わせ
栃木労働局労働基準部労災補償課
緯028-634-9118

「働く人のメンタルヘルス相談」
のお知らせ

　産業カウンセラーが無料でカウン
セリングを行います。
日時　平成29年　月　日（金）1 6
午後　時30分～　時30分1 4
相談時間は、下記のいずれか　コマ1
①午後　時30分～　時20分②午後1 2
　時30分～　時20分③午後　時302 3 3
分～　時20分4
場所
県庁河内庁舎宇都宮労政事務所
対象者　労働者及び使用者、求職者、
メンタルヘルス不調等の理由により
既に退職している方、職場における
ストレス及びメンタルヘルス不調を
抱える方の親族・同僚・上司等
申し込み期限　12月28日（水）まで
申し込み受付時間
平日午前　時～午後　時15分8 5
申し込み・問い合わせ
宇都宮労政事務所　緯028-626-3053

動く知更相
（知的障害者更生相談所）

実施のお知らせ

日時　平成29年　月31日（火）1
会場　那須烏山市保健福祉センター
対象者
町内在住の18歳以上の知的障害者
及びその保護者
実施内容　療育手帳の再判定、その
他生活相談等
※新規の療育手帳判定はできません。
申し込み期限　12月22日（木）まで
※定員制ですので、ご予約はお早め
にお願いします。
申し込み・問い合わせ
健康福祉課　緯0287-92-1119

　精神障がい者と家族の会・クロー
バーハーツ癒しの工房では、精神障
がいの当事者と家族の皆さんの悩み
相談を行います。
日時　毎月第4月曜日
※12月～1月の相談日
12月26日、平成29年1月23日
午前9時～午後6時
場所　道の駅ばとう・観光センター
問い合わせ　栃木県精神保健福祉会
（やしお会：植村）緯090-4242-0147

精神障がい者と家族のための
相談会開催のお知らせ

林業退職金共済制度（林退共）
からのお知らせ

　林退共制度に加入していたが、退
職金をまだ受け取っていない方を探
しています。以前、林業の仕事をし
ていたが、ご自身が林退共へ加入し
ていたかわからない方についてもお
調べします。また、罹災された共済
契約者及び被共済者の皆様に対し、
各種手続（共済手帳の紛失、退職金の
請求等）の必要が生じた場合は最寄
の支部または本部へお問い合わせ、
ご相談ください。
問い合わせ　（独）勤労者退職金共済
機構林業退職金共済事業本部
緯03-6731-2887

まんがアート科2年
金澤　愛莉さん

宇都宮メディア・アーツ専門学校
4コマ漫画

鷲子山上神社
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ぶ
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ゅ
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正
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市
村　
 
豪  
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ご 

う

文
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由
美
子

馬　

頭

瀧
田　

眞
二
（　

）
東
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85

瀬
谷　
　

守
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）
浄
法
寺

81

結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発結果発表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表 12月　日現在の人口1
（住民基本台帳）

男
女
計
世帯数

人（− ３）
人（− ２６）
人（− ２９）
（− ６）

８,７４９
８,４９７
１７,２４６
６,１１９

（　）内は前月との比較

応援ありがとう
ございました

総合
ご当地
ポイント数

700位
433位

1,812pt
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第135回

企画展　「青木コレクション展　蘇峰と藤作」

　しんしんと雪が降り
積もる深川木場。「丸
鉄」と版元を大きく書
かれた傘をさす大工が、
雪が積もって真っ白な
材木置き場を横に歩い
て行きます。大工が右

手に持っているのはふぐと酒樽。寒い夜にふぐで一杯飲
むのでしょうか。
　本図は明治の浮世絵師・小林清親が明治17年に手掛け
た「武蔵百景」のシリーズの一つで、深川木場を描いたも
のです。ここは大規模な材木置き場があり、江戸で使わ
れる材木の大半は水路を通って運搬されました。木場は
もともと材木置き場という意味であり、現在に残る「木
場」という地名の由来です。通常、材木は筏状にし、水路
を通して運搬する為、河口に設置され、海運で代表的な
材木は秋田杉や吉野杉、木曽檜、天竜杉、天竜檜と東北
から近畿にかけての材木が集まりました。また木造住宅
が密集する江戸は火災被害が特に重大であり、復興で重
要になる材木置き場は中心地から外れ、尚且つ水運が発
達した地に設置する必要がありました。江戸の材木置き
場は元々日本橋界隈にありましたが、寛永18年（1641）
に火災防止を理由に隅田川東岸へ移転しています。
　本図を描いた清親は、西洋の画風を取り入れた「光線
画」を発表していました。ですが「武蔵百景」では、歌川
広重の「名所江戸百景」を意識し東京の原風景を描いた錦
絵を発表し、本図も広重の「名所江戸百景　深川木場」に
似た構図やモチーフで描いています。冬の展覧会でご紹
介する青木藤作によるコレクションは、江戸から昭和に
かけての作品が多く、日本の古き良き文化を楽しむ藤作
の姿を思い起こさせます。江戸の心象風景を意識した清
親の「武蔵百景」シリーズは藤作にとって魅力的に映った
のかもしれません。

馬頭広重美術館　学芸員　山内　れい

「武蔵百景之内　深かわ木場」
小林　清親

平成27年度那珂川町観光写真コンテスト受賞作品

夕焼け賞「朝焼け」 撮影者：杉本　靜さん（片平）

美術館ボランティア募集
　浮世絵や美術館に興味のある方、ボランティアに
参加してみませんか。
募集対象　18歳以上の方
活動日　半日または1日単位で活動
問い合わせ　馬頭広重美術館　緯0287-92-1199

※（　）は20名以上の団体料金。
※中学生以下は無料。
※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い1名は半額

【会　　期】
企画展「青木コレクション展　蘇峰と藤作」
〜平成29年　月15日（日）まで1
企画展
「浮世絵で楽しむ源氏物語‐「偐紫田舎源氏」の世界‐」
平成29年　月20日（金）〜　月　日（日）1 3 5

【開館時間】午前　時30分より午後　時まで9 5
（但し入館は午後　時30分まで）4

【休 館 日】月曜日、祝日の翌日
【入 館 料】大　　　人　500円（450円）

高・大学生　300円（270円）

【年末年始の閉館日】
12月26日（月）〜平成29年　月　日（月）1 2

入選「異空間」 撮影者：飯田　正広さん（常陸太田市）
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